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第 22 回北上市史編さん委員会（要旨）  

 

１  日  時  令和７年８月８日（金）午前 10 時～ 11 時 30 分 

２  場  所  市役所本庁舎庁議室  

３  出席者  

  市史編さん委員  10 人   事務局  ５人  

４  内  容  

(1) 開会  

(2) 委員長の互選について  

   委員長職務代理者である船田委員の進行により互選を行う。  

八重樫義正委員が委員長に決定した。  

（ 3）  委員長あいさつ  

   強力な皆様方の力をお借りしながら、最後のコーナーを回っていきたい。引

き続き北上市の大事業のためにご協力をお願いしたい。  

(4) 報告  

  1）  各部会の進捗状況について  

    〇６部班会の状況について、担当者から説明をした。  

 （委員からの質問）  

 ・現代について、盛岡市の市史は直近の出来事までをとりあげていたが、当市

の通史編では何年までを取り上げる予定か。  

 ⇒  資料編は教育関連が 2023 年までを取り上げており、分野によってばらつ

きがあった。通史編では東日本大震災あたりまでを想定している。  

   部会で確認をして調整する。  

  2）  新編北上市史の修正について  

   〇資料編「現代」での氏名掲載誤りと、特別編「民俗」のＤＶＤの一部デー  

タの破損についての内容とその対応について報告した。  

(5)  協議  

  1）  通史編のレイアウト案について  

「資料編の資料番号の掲載方法」と「根拠論文の記載方法」の２つの観点か  

らレイアウトを比較し、見やすいレイアウトを検討していただいた。  

[事務局案 ] 

少しでも読みやすい市史を作成するために、できるだけ文章が途切れず

読めるようにしたいので、②と③をレイアウトとして採用したい。  

①掲載例アは原稿案に近いもの（論文に近い形式）  

②掲載例イは記号に置き換えてまとめた形  

③掲載例ウは掲載例イに対応した文献資料一覧  
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（委員からの意見）  

・読みやすいのは掲載例イの方である。内容を詳しく知りたい人のために資料

編を紹介するような文言が（通史編の）どこかにあればよいのではないか。  

・市史の通史は歴史の流れを文章で記述し、それを一般の読者に理解してもら  

うものであると思う。ある程度の歴史的根拠がある方が理解しやすい部分もあ  

るが、注釈に最低限の根拠となる情報があればよく、市民向けにはそこまで多  

くの情報はなくてもよい。  

・掲載例アが見慣れているが、煩雑でないほうがいいと思う。  

＜確認事項＞  

・文献資料一覧では、重複する資料はまとめて掲載する。  

・本文中に出て来る記号等の説明は凡例に記載する。  

（結論） 資料編と併せて読み込むことを前提とするが、読みやすさを優先し

て掲載例イを採用する。（事務局案のとおり）  

 

2）「通史編３  近現代」の原稿案について  

（近代）  

  ア  各項の構成が「全国的」状況の説明から「北上市域」の話題になるように

組み立てているが、そのような構成でよいか。  

 〔事務局案〕  

全国的な流れと北上市域との比較ができることから、この構成でよい。  

  （結論）  事務局案のとおりでよい。  

  イ  本文上段の使い方は均一にしなくてもよいか。   

  〔事務局案〕  

   均一にする必要はないが、有効活用できるよう執筆者と相談して決めていく。 

  （結論）  事務局案のとおりでよい。  

  ウ  学校別の成績について触れているが問題ないか。  

  〔事務局案〕  

   明治時代のことであり、そのまま掲載しても問題ないと考える。  

  （結論）  事務局案のとおりでよい。  

  エ  その他  

（委員からの意見）  

 ・全体的に、黒沢尻が中心になっているので、和賀や江釣子のことももっと載

せてほしい。  

・和賀や江釣子の村史を利用して旧村についてももっと書いてほしい。  

・文字だけでは読みにくいので、写真や図版などもっと資料を探して掲載し  

てほしい。博物館などに資料があると思う。  
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  ⇒  イメージも大事な要素だというご意見だと思うので、検討する。  

  ・当時の教科書や文房具の写真があったほうがいい。  

  ・軍事郵便は載っているか。  

  ⇒  これから原稿が出来てくる予定。（４章２節４項あたり）  

  ・新聞からの引用した部分を「  」内に旧漢字のまま掲載しているが、今の表  

現に直すなどして分かりやすくしてほしい。  

 

（現代）  

  ア  現代の始まり部分で、近代との連続性に問題はないか。  

 〔事務局案〕  

現代１章１節１項では終戦の日にふれているので、連続性があり問題ない。 

  （結論）  事務局案のとおりでよい。  

  イ  内容の不足、誤り、分かりにくい表現などはないか。  

  （委員からの意見）  

  ・昭和 29 年の合併に際して、地域ではさまざまな葛藤があったことについて入  

れてほしい（特に成田や稲瀬など）。背景などを含めて書いてほしい。  

⇒  先生に相談しながら検討する。  

  ウ  挿入する図版や写真の候補はないか。  

  （委員からの意見）  

  ・みちのく民芸企画が出した資料の写真原版は手に入らないのか。  

  ⇒  紙の資料は図書館にあるので、利用させていただいている。  

  ・花巻市のものだが、終戦後の罹災証明（ 8/10 の花巻空襲のもの）がある。  

  ・米穀通帳（ 40 年代まであったもの）などがあった。  

 

（近現代共通事項）  

（委員からの意見）  

 ・西暦（和暦）年の表記だが、省略されて西暦だけになるといつのことか分か  

りにくくなる。和暦だと分かりやすいのだが。煩雑にならない程度には配慮が  

必要ではないか。  

⇒  通史編は節単位で和暦を省略することを検討していたが、項単位にするなど、  

記載の仕方を工夫してみる。  

 ・明治から昭和にかけての学校制度の変遷が分かる一覧を入れてほしい。  

 

(6) その他  

（ 7）  閉会  


